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４
回
目
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
歯
と
口
の
健
康
週
間

①
60
歳
以
上
の
方
。

②
18
歳
〜
59
歳
で
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
、
そ
の
他
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方
。

【
60
歳
以
上
の
方
】

　
３
回
目
接
種
を
終
え
ら
れ
た
方
全
員

に
接
種
希
望
調
査
を
実
施
し
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
に
は
接
種
券
と
予
約
表

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
接
種
券
に
つ

い
て
は
接
種
を
希
望
さ
れ
な
い
方
に
も

送
付
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
接
種
を
希

望
す
る
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
併
せ
て
希
望

調
査
書
に
ご
記
入
願
い
ま
す
。

【
18
歳
〜
59
歳
の
方
】

３
回
目
接
種
を
終
え
ら
れ
た
方
全

員
に
基
礎
疾
患
に
つ
い
て
の
調
査
書
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
該
当
す
る
方
に

は
接
種
券
と
予
約
表
を
送
付
し
ま
す
。

使
用
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
か
ら
配

分
さ
れ
る
量
に
よ
り
、
60
歳
以
上

の
方
に
は
主
に
モ
デ
ル
ナ
社
を
、

そ
の
他
の
年
代
に
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
予
定

で
す
。

　

お
住
ま
い
が
住
所
地
と
異
な
る

方
な
ど
は
、
事
前
に
健
康
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
に
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
８
１

※
１
〜
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
専

　

用
ダ
イ
ヤ
ル
（
４
６
‐
３
７
５

０
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

そ
の
他

【８０２０運動とは】
　歯・口の健康は、食事や日常会話の楽しみなど、生活を営むうえで重要な役割を担っており、心身ともに健康な生活を送るため
の大切な要素となります。
　そこで、福島県と福島県歯科医師会では、「８０歳で２０本の歯を残そう」を生涯の健康目標とする８０２０運動の一環として、
現在十分機能している歯を２０本以上保持している８０歳の方に認定証を交付します。２０本以上ご自分の歯が残っている方は
奮ってご応募ください。なお、今年度より対象が「その年度の６月３０日時点で８０歳の方」に変更になっております。
【対象者】
①福島県内に住民票があり、かつお住いの方
②昭和１６年７月１日から昭和１７年６月３０日の間に生まれた令和４年６月３０日時点で８０歳の方
③十分に機能している自分の歯が２０本以上ある方
【募集期間】
令和４年６月１日（火）～６月３０日（木）まで
【応募方法】
　募集期間中に最寄りのかかりつけ歯科医院（福島県歯科医師会会員）に応募することを申し出て歯と口の健診を受けてください。
健診は無料です。
【認定証の交付】
　所定の要件を満たした応募者全員に「歯っぴいライフ８０２０」の認定証を交付します。なお、認定証につきましては福島県歯
科医師会から郵送いたします。（１１月８日（いい歯の日）前後を予定）
【お問い合わせ】
　詳しくは、福島県保健福祉部健康づくり推進課☎０２４- ５２１- ７６４０、福島県歯科医師会☎０２４- ５２３- ３２６６、ま
たは最寄りのかかりつけ歯科医院にお尋ねください。

接
種
の
進
め
方

７
月
３
日
よ
り
順
次
実
施
い
た
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

回数 接種日 対象者

１回目 7 月 3 日（日）
令和4年2月3日までに
3 回目接種を終えた方

２回目 7 月 5 日（火）
令和4年2月5日までに
3 回目接種を終えた方

３回目 7 月 12 日（火）
令和4年2月12日までに
3 回目接種を終えた方

４回目 7 月 18 日（月）
令和4年2月18日までに
3 回目接種を終えた方

５回目 7 月 26 日（火）
令和4年2月26日までに
3 回目接種を終えた方

６回目 8 月 11 日（木）
令和4年3月11日までに
3 回目接種を終えた方

７回目 9 月 3 日（土）
令和4年4月3日までに
3 回目接種を終えた方

８回目 9 月 20 日（火）
令和4年4月20日までに
3 回目接種を終えた方

▶４回目集団接種日程

新型コロウイルス感染症対策の徹底をお願いたします

　４回目新型コロナワクチン接
種に伴い、接種を希望される方
は、ご来館の際、３つの密（密
集、密接、密閉）の回避・検温・
アルコール消毒・マスクの着用
など、引き続き新型コロナウイ
ルス感染症予防対策にご協力を
お願いいたします。

い
た
だ
き
ま
す　

人
生
１
０
０
年　

歯
と
と
も
に

皆
さ
ん
の
口
の
健
康
度
は
？

　

期
間
は
、
令
和
４
年
６
月
４
日

〜
６
月
10
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
が
健
康
に
生
き
て
い
く
力
を
支

え
る
た
め
に
は
、
歯
科
疾
患
の
予
防

や
歯
と
口
の
健
康
を
保
持
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
年
度
の
重
点
目
標
は
「
生

き
る
力
を
支
え
る
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
」
で
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
高
校
生
ま
で
は

歯
科
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
降
は
、
歯
の
検
診
を

す
る
か
ど
う
か
は
自
分
で
選
択
し

ま
す
。
気
が
付
い
た
時
に
は
、
歯

を
失
い
始
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

町
で
は
、
早
期
に
歯
の
健
康
状

態
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
令
和
３
年
度
よ
り
歯
周
疾
患

検
診
を
開
始
し
ま
し
た
。
歯
を
失

う
大
き
な
原
因
と
な
る
歯
周
病
に

つ
い
て
の
検
診
で
す
が
、
令
和
３

年
度
の
受
診
状
況
は
表
１
の
と
お

り
で
す
。
受
診
者
の
ほ
と
ん
ど
の

方
が
、
要
精
検
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
対
象
者
の
方
に

は
、
令
和
４
年
度
健
康
診
査
申
込

書
に
併
せ
て
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ

さ
い
。年齢 対象者（人）受診者数（人）受診率（%）要精検者数（率）

４０ ６８ ７ １０．３ ５（７１．４）

５０ ４９ ４ ８．２ ４（１００）

６０ ９４ ３ ３．２ ３（１００）

７０ １１０ ７ ６．４ ７（１００）

計 ３２１ ２１ ６．５ １９（９０．５）

表１．令和３年度歯周疾患検診受診状況

第３１回歯っぴいライフ８０２０募集中



八
雲
神
社
祭
典「
天
王
祭
」

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

八
雲
神
社
祭
典
天
王
祭
に
つ
い
て
、
八
雲
神

社
祭
典
執
行
委
員
会
よ
り
左
記
の
と
お
り
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
令
和
４
年
７
月
17
日
（
日
）
に
本
来
な

ら
今
年
も
盛
大
に
執
行
さ
れ
る
は
ず
の
天
王

祭
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
鑑
み
、
皆
様
の
健
康
、
安
全

面
を
第
一
に
考
慮
す
べ
き
と
の
結
論
に
達

し
、
今
年
は
神
事
（
山
野
井
八
雲
神
社
）
の

み
を
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
典
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

八
雲
神
社
祭
典
執
行
委
員
会

東
舘
代
表
区
長
（
桃
ノ
木
区
長
）
篠
田
幹
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外　

役
員
一
同
』

　

町
民
の
皆
さ
ま
及
び
町
外
か
ら
の
来
町
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
執
行
委
員
会
で
の

判
断
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6
7

～婚活イベント情報～６月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】

リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」

「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。婚活を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。
登録料１０，０００円（２年間）、月
会費・紹介料などは無料です。
福島県内にお住いの方、近い将来福
島県に移住をお考えの方で誠実に結
婚を希望する２０歳以上の独身男女
が対象です。

矢祭「恋活宣言‼ 」矢祭町が応援

「婚活デリバリー」を始めました。
　婚活プロデューサー中瀬明美氏が、相談者宅に出向き
直接未婚者ご本人様とお話をさせていただきます。
　息子さん、娘さんの「結婚」についてお悩みの方「本
人には話せないが今後が心配」な方、「結婚支援室」に足
が向かないなどの方は、ご自宅に直接お伺いし、ご相談
に応じます。
【申込方法】
「結婚支援室」に電話及びメールでお申込みください。
※事前予約にて随時対応いたします（ご都合のよい日程
　を調整いたします）。
【対象者】
未婚者及びその親御様（親族含む）

～　え　に　し　～
（１２）

令和４年度「おしゃべりカフェ」開催

６月１５日（水）午後３時～午後８時開催
（リフレッシュふるさとランド）
展望台ライト点灯時開催
先月は、「ジェルネイル・スキンケア」などの無料体験を
行いました。
女子力に磨きがかかり、より一層輝きました。
今後も参加者皆様の要望にお応えし、様々なイベントで、
交流の場を設けたいと思います（事前に予約をお願いい
たします）。
【開催予定日】
6/15・7/13・8/17・9/21・10/19

結婚したいあなたを福島県が応援します

矢祭町介護予防教室「わんあっぷ」

新型コロナにも負けない！１００歳まで元気に！

免疫アップ表情筋トレセミナー
【日程】
令和４年６月１０日（金）
【時間】
１３時３０分～１４時３０分（約６０分）
１４時４５分～１５時４５分（約６０分）
※どちらか１回の参加になります。
【会場】
矢祭町保健福祉センター大会議室 
【講師】
松永枝李子氏（株式会社はなひろ言語聴覚士）
【持ち物】
筆記用具、やまっぴーカード
【内容】
１．水分・栄養ってどう摂ったらいいの？
▶１日どのくらい水分や栄養が必要？
▶効果的な食事「まごはやさしいわ」とは？
２．表情筋を鍛えて免疫アップ！シワも伸びる？
▶お口や表情筋が動くから、腸も動く！レッツ笑

　　顔！
▶自宅で出来る簡単表情筋トレーニング紹介！

【参加申し込み・お問い合わせ】
矢祭町保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ（担当▶石井俊恵）☎４６‐４５８１
※お申し込みは先着順となります。
※新型コロナ感染症対策のご協力をお願いいたします。（アルコール消毒、マスク着用など）

人生１００年時代を元気に過ごすために

持久力チェック&アップウォーキング教室
【日程】
令和４年６月２４日（金）
【時間】
１３時３０分～１４時３０分（約６０分）
１４時４５分～１５時４５分（約６０分）
※どちらか１回の参加になります。
【会場】
矢祭町保健福祉センター駐車場（雨天時大会議室）
【講師】
渡邉哲氏（株式会社はなひろ理学療法士）
【持ち物】
タオル、帽子、水分、やまっぴーカード
【内容】
１．あなたの「心肺機能」は心配？
▶普段の心肺機能はどのくらい元気？
▶どのくらいの距離、時間続けて歩けますか？

２．持久力をアップさせる３ポイント
▶深呼吸と姿勢の話
▶疲れず長く歩くためのコツ
▶ご自宅で出来るカンタン呼吸力アップストレッチ紹介

参
加
費
無
料

先
着
20
名
様

矢祭町シルバー人材センターの会員を募集しています

　現在、矢祭町シルバー人材センターでは、６０歳以上の
方を対象に会員を募集しています。女性会員も活躍してい
ます。お気軽にご応募ください。
【主な仕事内容】
除草作業・剪定作業・家事援助・屋内清掃・屋外清掃・園
芸作業など
【申込方法】
電話にて随時受け付けております。（月～金（祝日は除く）
８時半～１７時１５分）また、入会説明会も随時行ってお
ります。
【問い合わせ】
矢祭町シルバー人材センター☎３４-１０５０



町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
を
実
施
し
ま
す

　

県
内
一
斉
の
河
川
・
海
岸
環
境
美
化
運
動
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　

令
和
４
年
６
月
26
日
（
日
）
午
前
６

　

時
〜
午
前
８
時
（
小
雨
の
場
合
は
決
行
、

　

荒
天
の
場
合
は
７
月
３
日
（
日
）
に
延
期
）

実
施
方
法　

各
区
（
地
域
）
が
主
体
と
な
り
、

　

各
戸
１
名
の
協
力
に
よ
る
町
民
総
ぐ
る
み

　

参
加
に
よ
る
も
の
と
す
る

実
施
地
域　

居
住
地
周
辺
の
河
川
、
沢
、
道

　

路
、
公
園
等

作
業
内
容　

空
缶
、
空
瓶
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、

　

燃
え
る
ご
み
等
の
収
集
及
び
雑
草
の
刈
り

　

払
い
等

そ
の
他　

実
施
区
域
、
方
法
に
つ
い
て
は
、

　

各
区
長
及
び
各
班
長
の
指
示
に
従
っ
て
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
年
「
家
庭
ご
み
」
を

　

出
す
方
が
お
り
ま
す
が
、
趣
旨
に
反
し
ま

　

す
の
で
、
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル

　

ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

89

児
童
手
当
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
４
年
６
月
の
児
童
手
当

法
改
正
に
伴
い
、
毎
年
提
出
い

た
だ
い
て
い
た
児
童
手
当
現
況

届
が
原
則
提
出
不
要
と
な
り
ま

し
た
。

※
提
出
が
必
要
な
方
に
は
現
況

届
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
特
例
給
付

の
所
得
上
限
限
度
額
を
新
設
し
、

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
方
に
は

令
和
４
年
６
月
分
（
令
和
４
年

10
月
支
給
分
）
よ
り
児
童
手
当

特
例
給
付
が
支
給
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。
支
給
さ
れ
な
く
な
っ

た
後
に
所
得
が
所
得
上
限
限
度

額
を
下
回
っ
た
場
合
、
改
め
て

認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
福
祉

保
険
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
福
祉

　

保
険
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
３

行    政
N A V I

　

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
は
令
和
５
年
３
月

31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
請

求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第

十
一
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

支
給
対
象
者　

令
和
２
年
４

　

月
１
日
（
基
準
日
）
に
お

　

い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

　

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

　

受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の

　

妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

　

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

　

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

　

人
に
支
給
し
ま
す
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

　

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
・
孫
・

　

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
る
等
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

　

う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ

　

替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
の
①
〜
③
以
外
の
戦

　

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

　

族
（
甥
・
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

　

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

　

に
限
り
ま
す
。

留
意
事
項　

特
別
弔
慰
金
は
、

　

ご
遺
族
を
代
表
す
る
お
一

　

人
が
受
け
取
る
も
の
で
す
。

　

ご
遺
族
間
の
調
整
は
、
記

　

名
国
債
を
受
け
取
っ
た
方

　

が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ

　

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
福

　

祉
保
険
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐

　

４
５
７
３

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
４
年
６
月
１
日

（
水
）
〜
６
月
７
日
（
火
）

は
水
道
週
間
で
す
。
大
切
な

水
と
一
緒
に
暮
ら
す
日
々

を
守
る
た
め
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

日
本
の
水
道
は
、「
国
民

皆
水
道
」
と
言
え
る
ま
で

に
普
及
し
、
水
質
の
面
で

も
世
界
に
誇
る
安
全
で
お

い
し
い
水
の
供
給
を
実
現

し
、
生
活
基
盤
と
し
て
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
生

活
の
中
で
、
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
水
道

は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
水
道
週
間
に
、
水

道
の
大
切
さ
を
改
め
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
生

　

活
環
境
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐

　
４
５
７
４

大切な水と一緒に暮らす日々

６月１日～７日は
水道週間です

　

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
６
月
22
日
公
示
予
定
で
す
。

投
票
日　

７
月
10
日
（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後

　

７
時
（
高
野
谷
地
投
票
所
は

　

午
後
６
時
ま
で
）

期
日
前
投
票
日　

６
月
23
日（
木
）

　

〜
７
月
９
日
（
土
）

期
日
前
投
票
時
間　

午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

役
場
駐
車
場

　

内
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

　

会
☎
４
６
‐
３
１
３
１

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
10
日
（
日
）
投
開
票
で
執
行
予
定

投票所一覧

第１投票所　矢祭町山村開発センター 第５投票所　中石井多目的集会施設

第２投票所　上関河内健康ふれあい館 第６投票所　高野谷地多目的集会施設

第３投票所　高城構造改善センター 第７投票所　下石井多目的共同利用施設

第４投票所　内川保健福祉館



地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.56

PROFILE（左）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

PROFILE（右）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、歩くこと。
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協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
井

上
で
す
。
令
和
４
年
６
月
末
を
も
っ
て
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
着
任
し
て
ち
ょ

う
ど
２
年
、
任
期
を
残
し
て
の
退
任
で
あ
り
、

始
め
た
ば
か
り
の「
ヒ
ガ
シ
ダ
テ
待
合
室
」や
、

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
協
力
隊
員
の
近
藤
さ

ん
、
親
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の

方
々
を
思
え
ば
、
心
苦
し
い
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
２
年
間
交
流
を
生
み
出
す
場
所
作
り

（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
人
見
知
り
で
す
し
、
人
と
関
わ
る
と

い
う
こ
と
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
難
し
い

こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
私
の
人
生
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

矢
祭
町
に
来
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
出

会
っ
て
、
私
の
人
生
は
今
ま
で
よ
り
も
さ
ら

に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
結
婚
を
機
に
神
奈

川
県
に
居
を
移
し
ま
す
が
、
第
二
の
故
郷
だ

と
思
っ
て
、
時
折
矢
祭
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

勝
手
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
人
が
集
ま
る

場
所
作
り
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
活
動

す
る
近
藤
さ
ん
、
ま
た
い
つ
か
新
し
く
着
任

す
る
か
も
し
れ
な
い
協
力
隊
員
を
温
か
く
見

守
っ
て
、
何
か
の
折
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
２
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新調査・手元焼作品
　手元焼作品と新たに出合うことは、以前ほどひんぱんにはありませんが、こう
した手元焼に出合うことが時にはあり、たいへん喜ばしいことです。鉄釉角縁切
立 と名付けようと思います。至極単純な形体の器です。生活工芸品のほとんど
がこうした単純な造形によっています。
　ずいぶん昔のことですが、ある地方のやきもの産地へ民芸運動の柳宗悦が見学
に行った時の話です。その産地の工人たちが工芸の偉い先生が来てくれるという

ことで、何か教えてもらおうと待っ
ていました。どんなものを作ればよいのですか、という質問に、柳
は「土管を作りなさい」と一言いったそうです。工人たちは何か特
別な教えをもらえるものと期待していましたので、そのつかみどこ
ろのない言葉に反感を抱きました。
　手元焼陶工・豊田六之助という人は、教えられたのでもなく、嬉々
として土管をロクロで作った人だと想像しています。単純な造形は
美の宝庫であるということでしょうか。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化
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令
和
４
年
５
月
１
日
付
着
任
の
新
た
な
隊
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　矢祭町の皆さま、はじめまして。木村瑛子と
申します。
　私は幼い頃から植物や自然、食に興味があり、
大学ではそれらを学ぶことのできる農学を専攻
しました。大学卒業後は地元の市役所に勤めて
いましたが、ずっと心の片隅にあった「植物に
関わる仕事がしたい」との思いが強くなったと
きに、矢祭町のラズベリーを知りました。そして、
可能性に満ちたラズベリー自体はもちろん、ラ
ズベリーで地域を元気にしたいとの想いを持っ
ている人たちに惹きつけられ、「ここで一緒に挑
戦したい」と思いました。
　矢祭町で長い年月をかけて育種してできた想
いの詰まったラズベリーを、町の特産品として
広く流通させ地域を盛り上げていけるように、
様々な人と連携しながら自分にできることを頑
張ります。
　また、農業には、人々の食生活や健康を支え
るだけでなく、地域に訪れる人を増やしたり、
雇用を生み出したり、人を癒したりワクワクさ
せたりする素晴らしい力があります。そんな農
業の魅力を町内外の皆さまに発信していくこと
で、地域の重要な産業である農業に関わる方を
増やし、地域を元気にすることにつなげていき
たいです。
　矢祭とのご縁を大切に、様々な方と関わりた
いと思っていますので、町で見かけた際にはお
気軽にお声がけください。

PROFILE

木村瑛子【きむらえいこ】
茨城県那珂市出身。前職は市
役所職員。

PROFILE
酒井智美【さかいともみ】
千葉県柏市出身。前職はパ
ティシエ。

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

ラ
ズ
ベ
リ
ー
振
興
に
貢
献
し
た
い

　矢祭町の皆さまはじめまして。
　この度、ラズベリー振興で地域おこし協力隊
として着任させていただきました酒井智美と申
します。
　私は元々自然が好きで、趣味の一環として植
物を育てていました。その中で、ラズベリーや
ブルーベリーなどを育てたことがきっかけで本
格的な植物や果物の栽培に興味を持ち始めたこ
とから矢祭町のラズべりー振興にも興味を持つ
ようになりました。
　前職はパティシエとして主に都内のホテルで
働いていたこともあり、この経験を活かしてラ
ズベリーを使ったお菓子作りなどに挑戦してい
きたいと考えています。ラズベリーを使用した
食べ物を通して町内外に矢祭のラズベリーの良
さを広めていきたいと思います。
　微力ではありますが、地域おこし協力隊のラ
ズベリー振興担当として矢祭町の地域活性化に
大きく貢献することができるよう頑張りたいと
思います。
　また、子育ての中で新たな場所での生活には
少し不安もありましたが、矢祭町は自然が多く、
優しい方々が多い町で育児がしやすいとても良
い環境だと感じました。
　１人でも多くの方々と関わりたいと思ってい
ますので、見かけた際は気軽にお声がけいただ
けると嬉しいです。ぜひ、よろしくお願いいた
します。
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俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

川
辺
り
を
白
鷺
飛
び
立
つ
水
鏡

風
薫
る
卆
寿
の
姉
が
尋
ね
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

胸
張
り
て
活
歩
す
雉き

じ

や
植
田
か
な

草
燃
ゆ
る
心
は
づ
み
て
年と

し令
忘
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

青
大
将
庭
ゆ
っ
く
り
と
横
切
れ
り

土
手
青
む
突
立
っ
て
い
る
男
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

コ
ロ
ナ
渦か

や
待
ち
あ
ぐ
ね
た
る
子
等
は
来
ず

流
れ
来
る
風
に
色
あ
り
つ
つ
じ
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

13

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
五
月
詠
草

侵
攻
を
「
特
別
軍
事
作
戦
」
と

プ
ー
チ
ン
の
弁
は
世
界
を
は
し
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

岩
清
水
の
流
る
る
ほ
と
り
ク
レ
ソ
ン
を

摘
む
指
先
に
春
の
陽
そ
そ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

ゆ
っ
く
り
と
山
道
行
く
と
お
ち
こ
ち
の

森
よ
り
鳥
の
声
響
き
来
る

（
来
る
里
の
杜
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

咲
く
花
も
散
る
花
も
あ
り
春
の
陽
の

ひ
と
日
ひ
と
日
を
眺
め
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

健
や
か
に
子
ら
よ
育
て
と
鯉
の
ぼ
り

わ
が
里
山
の
空
に
は
た
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

「
よ
い
旅
を
」「
あ
な
た
さ
ま
も
ね
」
美
し
き

言
葉
に
目ま

見
え
亡は

は母
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

五
月
晴
れ
音
勇
ま
し
く
鯉
の
ぼ
り

子
供
の
行
く
末
祝
う
が
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域情報の案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。
待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります
■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

担当：小滝

担当：佐川

H P

Facebook

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込
書を記入していただき、
登録は完了です。

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）
・仲田 春治さん宅　
　　　　（15：30頃）

★石井地区
・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・佐川 カツエさん宅前　
　　　　（14：30頃）
・山崎 節子さん宅前
　　　　(15：00頃 )

・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪の日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります

登 録 注 文 配 達
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明るいまちづくりを願い
▶街路灯贈呈式

　５月２６日（木）、役場町長室において街路灯
贈呈式が行われ、東北電力ネットワーク株式会
社白河電力センター遠藤貴男所長らが来庁し、
明るいまちづくりを願い、町に街路灯（LED 防
犯灯本体２０基・取付バンド２０個）を贈呈し
ました。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　５月１０日（火）、役場第１会議室において災害
時における支援物資の受入及び配送等に関する協定
書締結式が行われました。式では、佐川町長と梅木
南東北支店長が協定書に署名をし、地域が抱える
様々な課題解決に向け双方の強みを生かしながら連
携していくことを確認しました。

　５月２０日（金）、ＪＲ東館駅前商店街において
東白川郡と石川郡の浅川町で構成されているたばこ
販売協同組合「棚倉たばこ組合（近藤嵩組合長）」、
「女性部（高田節子部長）」を中心に令和４年度第２
回美化活動が行われ、参加者はごみゼロのまちを願
い、美化活動に尽力しました。

　５月１５日（日）、福島市総合運動公園において
第６０回福島県障がい者スポーツ大会が開催されま
した。身障者福祉会矢祭町分会では、フライングディ
スク競技・アキュラシー（５ｍ及び７ｍの部）・ディ
スタンスに出場し、１日を通して楽しくプレーする
中で素晴らしい好成績を収めました。

ごみゼロのまちへ
▶令和４年度第２回美化活動

佐川急便（株）と協定書を締結
▶災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定書締結式

各種競技で素晴らしい好成績を収める
▶第６０回福島県障がい者スポーツ大会

　４月２６日（火）、町社会福祉協議会が赤い羽根共
同募金配分事業により毎年実施している花いっぱい
運動が行われました。今年度は矢祭小学校３・４年
生を対象に景観まちづくり会協力のもとマリーゴー
ルド３００本をプランターに植え、各事業所に配布
しました。

マリーゴールドがまちを彩る
▶花いっぱい運動

各教育機関の運営状況を協議
▶第４回矢祭町学校運営協議会

　５月２５日（水）、小学校において第４回矢祭
町学校運営協議会が行われました。協議会では、
新任の委員３名に委嘱状が交付された後、やま
つりこども園・小学校・中学校における今年度
の取り組み等について、各グループに分かれ協
議しました。

大きく育ってね
▶稚鮎放流

　４月２８日（木）、矢祭橋付近の久慈川河川敷に
て町と久慈川第１漁業協同組合による稚鮎の放流が
行われました。放流には関係団体とともに緑の少年
団（矢祭小学校３年生）が参加し、大きく育って帰っ
てきてほしいという願いを込めて約１万尾の稚鮎を
放流しました。
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町県民税▶１期
国民健康保険税▶１期
介護保険料▶１期
納期限（口座振替日）▶６月３０日（水）

●今月の納税

「毎年 6月第 2週は危険物安全週間です。」
　危険物とは消防法で定められているもので、私たちの身近にもガソリン・灯油・
油性塗料などがあります。
●令和 2年 2月 1日より消防法が改正され、ガソリンを携行缶で購入される方
　に対し本人確認 (運転免許証等の提示 )及び使用目的の確認が義務付けられま
　した。
●ガソリンを取り扱う時の注意事項
　①ガソリンは灯油用ポリ容器に給油することはできません。
　②ガソリン携行缶に貼り付けられている注意事項に留意して取り扱ってくだ
　　さい。
　③セルフスタンドにおいても、ガソリン容器への詰替えは、セルフスタンド
　　の従業員が行う必要があります。
●軽油を取扱う時の注意事項
　①軽油は携行缶 (給油を防ぐため軽油と記載 )又は認定を受けている軽油専用
　　ポリエチレン容器 ( 緑色 ) で購入してください。
　②赤色や白色のポリエチレン容器に給油することはできません。
　　取扱い方法を守り、危険物災害をなくしましょう！！
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行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内
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調
査
」
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ご
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さ
い
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人　口 ５,４２９人（＋   ６）
男 ２,６６５人（＋   ６）
女 ２,７６４人（±   ０）
世　帯 ２,０９１世帯（＋   11）

人の動き
５月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今回は小学校大運動会を取材させてい
ただきました。当日の空は厚い雲に覆わ
れていましたが、子どもたちの元気な姿
に雨もたじろいだのか降りだすことはあ
りませんでした。その中で、練習の成果
を精一杯発揮した子どもたちはいきいき
とした表情をたくさん見せてくれました。
全力を出し切った子どもたちの輝いた表
情はとても素敵でした。　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和4年1月1日～5月15日）

火災件数　 0 件
救急出動　  73件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
藤井　和子 84 健一郎 4 / 25 関　岡
鈴木　定𠮷 86 幸生 4 / 26 宝　坂
松村　カネ 92 良一 5 / 3 戸　塚
金澤　道雄 87 一雄 5 / 3 内　川
鈴木　達男 78 君子 5 / 8 中石井
芳賀　ミハ 99 賢一 5 / 15 関　岡
佐藤　多一 88 富江 5 / 19 東　舘
藤田　ミイ 99 兼光 5 / 24 中石井
片野　要作 89 税子 5 / 27 下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）
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赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
飯田楓卯実 5/11 洋介 ・ 志穂 下関河内

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『おばあさんのしんぶん』
　新聞少年のてっちゃんに新聞を読ませてくれて
いた老夫婦。その、おばあさんが亡くなり、てっちゃ
んがはじめて知った事実は・・・。
原作者：岩國　哲人（イワクニ　テツンド）
政治家。1936年大阪市生まれ。小学校 1年生の
ときに父を亡くし、母の郷里・出雲に転居したこ
とで出雲との縁が生まれた。東京大学法学部卒業
後、日興証券パリ支店長、米国・モルガン・スタ
ンレー投資銀行、米国・メリル・リンチキャピタ
ル本社上席副社長を経て、1989年出雲市長とな
る。
1996年衆議院選に新進党から出馬し初当選。
2009年に政界を引退した。日本青年会議所まち
づくり市民財団特別顧問。　　
参考文献：講談社紹介文（矢祭もったいない図書館）

矢祭町長　佐川 正一郎
▶この “おばあさんのしんぶん ”
は茨城新聞のいばらき春秋で記
事になっていました。昭和２０
年終戦の時で、てつお少年は大
阪から母の実家である出雲に疎
開しました。父を早く亡くし生
活は苦しく、てつお君は家庭を
支えるため、また、新聞が読み
たいために新聞配達をしたとき
の老夫婦との出会いのお話です。
元出雲市長で衆議院議員を務め
た岩國哲人氏の少年時代の実話
です。子ども達が成長する過程
での人とのつながりや出会いの
大切さを知って欲しいと思いま
す。本や新聞から学ぶこともた
くさんあります。子ども達に読
んで欲しいと思います。

文・絵▶松本春野

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター6

日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11

●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

12 13 14 15 16 17 18
● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

19 20 21 22 23 24 25
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）

●カンガルーくらぶ○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

26 27 28 29 30 7/1 2
●町内一斉クリーンアップ作戦 ●１歳６か月児健康診査

　         保セ（13：00～13：10）
● 3歳児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●ウォーキング教室

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

出版社▶講談社

原作▶岩國哲人


